
【講評】

選者　　山鹿市公民館講座
講師　　瀬口　忠一

　ところで、今年の応募作品数は、次のとおりでした。（　）は前年度比
　　一　般　の　部　　　７５名（＋１３）　　２０８句（＋４０）
　　高校生以下の部　　１４９名（＋１１９）　２００句（＋１４９）
　　〈子どもの部〉

　選者を中心に、実行委員会、事務局で、約3時間、慎重に審査を進めてまい
りました。
　作品に目を通してみますと、一般の部、高校生以下の部それぞれに、感動を
詠んだ秀句が多く見受けられましたが、一人一点に絞らせていただきました。
　審査に当たっては、次の４つの観点を大切にいたしました。
　（１）　蓮や睡蓮の美しさ、「里やま｣の自然の豊かさや情景など
　（２）　「蓮まつり」を支える人々への思い、県立装飾古墳館、鹿央古代
　　　　　の森交流施設「里やま」、鹿央物産館などの施設の内容、イベン
　　　　　ト、働く人々など
　（３）　自然や人間を写生する気持ちで俳句をつくること
　（４）　楷書で読みやすく書き、素直に自分を表現すること

2016鹿央里やま蓮まつり「俳句コンテスト」

　6月20日(月)、蓮まつりの5日前、梅雨の合間に「里やま」を訪ねてみまし
た。手前の「ハス園」は開花までに時間がかかりそうでした。休館日でした
が、農産物直売所（里やま入口)は開いていて、休日返上で草刈りや整備が急
ピッチで進められていました。上段の大賀ハス池では蕾も高く伸び揃ってい
て、中には咲き終えて零れはじめた花も見受けられるなど、神秘的な美しい光
景が広がっていました。
　7月3日(日)、「子どもスケッチ大会｣の日は梅雨晴れの暑い一日でしたが、
親子でスケッチや散策を楽しんでいる、微笑ましい姿も見受けられました。駐
車場は満杯でした。
　最終日の31日(日)、上段域の大賀ハス池や睡蓮池は満開期を過ぎたためか、
人影はまばらでした。他方、手前のハス園の一部は最盛期を迎えた感じで、多
数の馴染みの写真愛好家と出会って、「撮影の楽しさ、被写体としての蓮のよ
さ」などを語り合いました。

　　　　　　　　早暁の　蓮に仏　おはすとや　（選者句）
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